（様式２）
卒 業 見 込 証 明 書

　別紙フードスペシャリスト資格認定証交付申請者名簿の申請者区分１の項に記載している者は、平成○年○月○日に本学の（養成機関名：○○学部○○学科等）を卒業見込であることを証明する。

                     令和　　年　　月　　日


（教育機関名）　○　○　○　○


（代表者職名）　○　○　○　○ 職印
※　養成機関を複数有する教育機関の場合は、上記証明文中、「１の項」に代えて「１の項及び２の項」のように記載し、養成機関の名称を列記して下さい。

（様式３）

単位修得見込証明書

　別紙フードスペシャリスト資格認定証交付申請者名簿の申請者区分１に記載している者は、フードスペシャリスト資格規程第４条に掲げる単位を別表のとおり修得見込であることを証明する。

                     令和　　年　　月　　日


（教育機関名）　○　○　○　○


（代表者職名）　○　○　○　○ 職印
別表

	教育機関名
	 

	養成機関名
	

	単　位　修　得　証　明　事　項

	在　学　期　間
	  平成　　年　　月から平成　　年　　月まで

	   規　定　科　目
	 左記規定科目に対応する
 協会認定開設科目名
	 単位数
	   備　考

	フードスペシャリスト論
	
	
	

	
	
	
	

	食品の官能評価・鑑別論
	
	
	

	
	
	
	

	食物学に関する科目
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	食品の安全性に関する科目
	
	
	

	
	
	
	

	調理学に関する科目
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	栄養と健康に関する科目
	
	
	

	
	
	
	

	食品流通・消費に関する科目
	
	
	

	
	
	
	

	フードコーディネート論
	
	
	

	
	
	
	

	    単　位　合　計
	
	


［様式３（別表を含む）の記載上の留意事項］

１　複数の養成機関を有し、かつ、単位修得見込の証明内容が同じである場合、証明文中の「申請者区分１」を「申請者区分１及び２」のように直し、別表の養成機関名の欄には複数の養成機関名を記載して下さい。

２　卒業見込者に単位修得見込の証明内容が異なる者がいる場合は、この様式による証明書（別表を含む）を別々に作成して下さい。この場合、証明文中の「申請者区分1に記載している者」の記述については、

　ア　複数の養成機関を有し、証明内容が養成機関ごとに異なる場合は、「申請者区分１（２･･･）に記載している者」に直して下さい。

　イ　これ以外の理由によって異なる場合は、「申請者区分１に記載している者のうち○○○○の者」、「申請者区分1に記載している者のうち○○○○を除く者」、「申請者区分1に記載している者のうち合格番号×××の（氏名）」のように直して下さい。

　ウ　アとイが重なる場合は、「申請者区分1に記載している者のうち・・・」のように直して下さい。

３　在学期間が異なる者がある場合、別表の下に「合格番号○○○○番の（氏名）の在学期間は平成　年　月から平成　年　月まで」のように注記して下さい。

